
　皆さん、こんにちは。
　木々の緑が青々しく爽やかな日が続いておりますが、そ
ろそろ梅雨入りの知らせが届くころでしょうか。

　さて、医療現場をとりまく環境はますます厳しくなって
います。静岡がんセンターもご多分に漏れず、諸物価、人
件費の高騰に悩まされています。
　静岡がんセンターの掲げる、「患者さんの視点を重視」し、
患者さんに寄り添い、最善の医療を、という理念は曲げる
つもりはありません。しかし、現今の医療情勢のなか、ど
うやって質をおとさず、病院経営も安定させるかには悩ま
されています。

　ただ、立ち止まっていても何も始まりません。そこで私たちは、エムスリー社と提携し、当院
で行っているさまざまな医療についてm3.comにて連載を始めることを計画しています。情報発信
という意味で、一つの試みです。これまで何度かこのやまびこで述べさせていただきましたが、
顔の見える関係を作って参りたいと思っております。ただ、なかなかその機会もない皆さまもい
らっしゃるかと思います。連載が始まりましたら是非、サイトまでお越し
ください。興味をひかれたり、相談したいと思ったことがありましたら、
お気軽に医療連携室までご連絡ください。待っています。

　また、今年度の静岡県がん医療地域連携交流会を８月２１日（木）に開
催します。サイトや電話での連携のみならず、交流会でリアルな顔の見え
る関係を楽しみにしています。
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　静岡がんセンターでは、ロボット支援手術に代表される低侵襲手術治療を積極的に行っています。
　低侵襲手術治療のうちロボット支援手術は、2011年に初代手術支援ロボット「ダヴィンチ」導入から始
まり、2022年国産手術ロボット「hinotori」の導入を経て、2025年には、計5台のロボットを保有し日常的
な治療方法となっています。また、2025年現在、ロボット支援手術を行う診療科は、大腸外科、胃外科、
泌尿器科、呼吸器外科、婦人科等の8診療科となっています。当該診療科でのロボット支援手術件数は2023
年度年間で868件となりました。特に、今回特集する大腸外科における直腸がん、結腸がん患者を対象とし
たロボット支援手術件数は、累計2100件をこえ、全国でも上位の実績を誇ります。
　機関誌やまびこでは今回から複数回にわたり、ロボット手術を特集し、皆様にその内容と当院での取り組
みについてご案内をいたします。

　日頃より診療連携にご協力いただき、誠にありがとうございます。静岡がんセンター大腸外科です。
　先生方のご支援により、2024年度は571件の大腸がん原発切除術を実施いたしました。多くの患者さん
をご紹介いただき、スタッフ一同、心より感謝申し上げます。

　当科では現在、大腸がん手術の約9割をロボット支援で行っております。「大腸がんを上手に治す」をスロー
ガンに、侵襲をより少なく、根治性と機能温存の両立を高い水準で実現できるよう日々の診療に取り組んで
おります。特に直腸がんでは、約9割の患者さんで肛門温存が可能であり、高度進行例に対しては術前化学
放射線療法などの集学的治療を取り入れ、さらなる治療成績の向上を目指しております。
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大腸外科におけるロボット手術
大腸外科部長　塩見　明生　　医長　眞部　祥一
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　ご高齢の患者さんでも、身体機能が許す限り、低侵襲手術で根治術が可能です。また、大腸がんによる緊
急を要する患者さんにつきましても、地域連携室へご一報いただけば迅速に対応いたします。
　現在、初診予約はご依頼から1週間以内、初診から手術までは通常2～ 3週間で対応可能です。
今後とも患者さんのご紹介・ご支援を賜れますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

【大腸外科における手術実績】

【ロボット支援下手術の様子】
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　2025 年度から 4 回 / 年発行予定の機関誌やまびこは、静岡
がんセンター各診療科のロボット支援手術を全４回（予定）に
渡りシリーズでみなさまにご紹介いたします。
　今回の大腸外科の紹介では、いまや他医療機関でも盛んなロ
ボット支援手術ですが、当院では術後生活の質向上に寄与でき

るような手術を目指しておりますことがご理解いただけると幸いです。
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　　　　　　  研修情報
１）がん専門看護研修会　～支持療法について～（予定）
　　開催日時：2025年８月23日（土）13：00 ～ 16：30（受付開始 12：30）
　　開催場所：静岡市駿河区東静岡2-3-1　グランシップ11階　会議ホール・風
　　対  象  者：県内に勤務する看護職員等 200名（先着順）、参加費無料

２）がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会
　　開催日時：2025年９月６日（土）8：30 ～ 17：00
　　開催場所：静岡がんセンター　しおさいホール、対象者：県内医師、看護師等
　　◇お問い合わせ◇　静岡県立静岡がんセンター疾病管理センター　TEL：055-989-5222(代)

３）毎月、臨床腫瘍学コースを開催し地域の医療従事者の方々にも公開しています。
　　開催時間：18：00 ～ 19：30
　　会　　場：静岡がんセンター　管理棟４階　研修室１
　　◇詳細は静岡がんセンター総務課企画人材班　TEL：055-989-5222(代)までお問合せください。

４）臨床研究に携わる医師・歯科医師、研究支援者を対象とした臨床研究研修会を開催しています。
　　◇詳細：臨床研究研修会ページ　https://www.scchr.jp/clinicaltrial/cscc_seminar/index.html

６月27日（金）
７月25日（金）
８月22日（金）

がんの治療と感染症（仮）
がん患者の栄養管理と食事の工夫（仮）
最新の内視鏡治療（胆管・膵臓編）（仮）

感染症内科　部長　　倉井　華子
栄養室　主査　　　　鍵山　一貴
消化器内科　部長　　石渡　裕俊

日　時 テ ー マ 講 師（ 敬 称 略 ）

臨床腫瘍学コース

静岡　臨床研究研修会

７月３日（木）
17：00 ～ 18：30
７月４日（金）

17：00 ～ 18：30
７月10日（木）

18：00 ～ 19：30

倫理審査に必要な
統計の基礎知識（仮）
脳腫瘍の最新治療

（仮）
データマネジメント
の最新知識（仮）

統計解析室
主査　　野津　昭文
脳神経外科
部長　　三矢　幸一
株式会社スーザック
代表取締役  横堀  真

日　時

☆地域連携交流会 開催決定
日時：2025年8月21日（木）
場所：プラサヴェルデ＠沼津

皆さまのご参加を楽しみに
お待ちしております。


